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私たちの毎日の食卓は、様々な農業技術によって支えられています。
今回はその中の数例を紹介します。こうした技術を知ることで、
日々の食事に対する考え方も変わってくるかもしれません。

私たちの食卓から見えてくる
農業技術

知って食べて
もっとおいしい

最新農業技術

今回の

＞技術1 3Dカメラとスマートグラスでブタの体重を瞬時に推定
＞技術2 AIの目によるイネ収穫量の簡単・迅速推定
＞技術3 温暖化の進行に適応するノリの育種技術の開発
＞技術4 メタンの産生が少ない牛に特徴的な新種の細菌を発見
＞毎年発表！ 農業技術10大ニュース
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普段の食事にもいろんな農業技術が貢献してる

AR（拡張現実）による体重測定器。

3Dカメラとスマートグラスで
ブタの体重を瞬時に推定

養豚業では一般的に、最適な出荷時期を見極めるため、
専用の体重計に一頭ずつブタを乗せて体重を量っています。
出荷時には100キログラムを超えるブタの体重測定は、大
変な労力が必要です。そこで、宮崎大学工学部の川末紀
功仁教授らは、3Dカメラとスマートグラスを使ってブタを
見るだけで、体重を推定できる装置を開発しました。
これはAI（人工知能）とAR（拡張現実）を駆使したもので、
画像から得られるブタの体形データをもとに、AIが体重を
瞬時に推定。その推定結果がAR技術を応用してスマート
グラスにリアルタイムで表示される仕組み。
このシステムを使えば、ブタに触れることなく測定できる
のでブタにも人にもストレスがありません。最適な出荷時
期も見極めやすく、測定中も両手をふさぐことなくほかの
作業ができるので、養豚業務の効率化ができます。
また、この技術を応用して、人の新生児の体重などを触れ
ることなく測定できるシステム開発も進められています。
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スマートグラスに映った映像と体重データは、タブレット機器に表示させることもできる。
画像提供：宮崎大学工学部 川末紀功仁教授

日本やアフリカなど7か国・20の
地域で400以上の品種、20,000点
以上のイネ画像からなる、膨大な「イ
ネ収量―画像」（イネの収量と画像
を対応させたもの）のデータベース
を構築。このデータをAIに学習さ
せることで、イネの画像だけで収量
を推定できるシステムを作ることに
成功。
提供：岡山大学、京都大学、アフリ
カライスセンター

AIの目によるイネ収穫量の
簡単・迅速推定

これまでイネの収量を把握するには、育てた一部のイネを刈取って乾燥さ
せたのち、可食部（籾や玄米）の重量を測定して推定する方法が主流で時
間と労力がかかっていました。
そこで岡山大学の田中佑准教授らは、市販のデジタルカメラやスマートフォ
ンで写真を撮るだけで、簡単にイネ収量の推定を可能にするシステムを開
発。高価な機材や専門知識は必要なく、写真さえあれば、AIを用いた画像
解析によって誰でも収量が推定できます。イネの収量調査が、大幅に効率
アップし、多くの収穫ができるイネの品種を探すのにも役立ちます。
このシステムのイネ生育収量推定用スマートフォンアプリケーション「HOJO」
は、iOSとAndroidにおいて公開されています。
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室内培養の様子。

養殖試験を実施しているのは、福岡県、岡山県、愛知県（写真は福岡県有明海漁場での養殖試験の様子）。
熊本県では試験場にある屋外大型水槽で養殖試験を行っている。
画像提供：国立研究開発法人水産研究・教育機構 水産大学校 阿部真比古准教授

温暖化の進行に適応する
ノリの育種技術の開発

日本の重要な養殖生産物であるノリの生産量は、近年減少傾向にあります。板ノリの生産量で見ると、
2001年には年間約94億枚でしたが、2021年には年間約65億枚にまで減少しました（農林水産省「海面
漁業生産統計調査」より）。
ノリの養殖は秋に、海水温が23度以下になってからはじめられるのが一般的です。ところが温暖化によ
る海水温の上昇の影響もあって、23度以下になる時期が遅れ、栽培できる期間が短くなっているという
問題があります。
そのため、水産研究・教育機構では養殖初期（幼芽期）に、海水温が24度以上でも生育可能な、ノリ養殖
品種の作出と実用化を目的とした複数の品種候補（育種素材）を開発しました。
これらの育種素材は、現在、各県の水産試験場などに提供され、実際に養殖される海域での評価試験が
行われています。



2023DECEMBER

毎年発表！ 農業技術10大ニュース
農林水産技術会議事務局では毎年年末に、「農業技術10大ニュース」を
発表しています。これは年間の農林水産研究成果のうち、内容に優れて
いるとともに、社会からの関心も高いと考えられる成果を紹介するもの。
農業関係専門紙・誌など30社が加盟している、農業技術クラブの加盟会
員による投票で選定しています。

https://www.affrc.maff.go.jp/docs/10topics.htm

発見された新規細菌、Prevotella　lacticifex（プレボテラ・ラクティシフェッ
クス）は、コハク酸、乳酸、リンゴ酸といった、プロピオン酸になる前駆物質を
多く産生する特徴を持つ。
画像提供：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構

メタンの産生が少ない牛に
特徴的な新種の細菌を発見

牛のげっぷには、地球温暖化の原因のひとつと考えられ
ているメタンが含まれています。牛1頭のげっぷで1日あた
り、200から600リットルのメタンが大気中に放出されま
す。牛など反すう家畜の消化管内発酵に由来するメタンは、
全世界で年間約20億トン（CO2換算）と推定され、これは
地球で発生している温室効果ガスの約5パーセントにもなっ
ています（2022年 IPCC 第3次作業部会報告書）。それに
加え、牛にとってもマイナス面があります。食べたエサのエ
ネルギーの6から12パーセントをげっぷとしてロスするこ
とにもなるからです。
牛は、第一胃に共生する微生物の作用により飼料を分解、
発酵し、発酵で生じるプロピオン酸などの短鎖脂肪酸を
主要なエネルギー源として利用しています。また、プロピオ
ン酸が多く産生されると、メタン産生が少なくなることが
知られています。国立研究開発法人農業・食品産業技術
総合研究機構（農研機構）の畜産研究部門では、メタン産
生に個体差があることに着目し、メタン産生の少ない乳用
牛の第一胃内を研究。特徴的に多く存在する新規細菌を
特定し、分離に成功するとともに、プロピオン酸の前駆物
質を多く産生し、メタン産生の低減につながる可能性を明
らかにしました。
この細菌を有効に活用できれば、飼料の利用性の改善と、
地球環境に配慮した畜産事業の開発に向けて役立つこ
とが期待されています。

https://www.affrc.maff.go.jp/docs/10topics.htm
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農作物に被害を及ぼす病害虫や雑草をAIが診断し、
防除の方法まで教えてくれる無料アプリが、
最新の農業技術により開発されています。
野菜ソムリエプロとして人気の緒方湊さんが、
なすの畑でこのアプリを体験しました。 

知って食べて
もっとおいしい

最新農業技術

AI搭載 病害虫診断アプリを
緒方湊さんが体験

今回の

＞AI診断で最適な対処方法や薬剤を教えてくれる
＞将来も楽しみな病害虫診断アプリ
＞新技術をチェック！ 「みどりの食料システム戦略」技術カタログ
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僕は小さなころからずっと野菜が大好き。1歳のころの写真を見ると、外へ
遊びに行くときに、にんじんやミニトマト、さつまいもなどが入った保存容
器を持って行っていたようです。お菓子よりも野菜が好きだったんですね。
小学校のころから、自分で野菜を作ってみたいという気持ちが強くなり、近
所の畑を借りて、育て始めました。今は、自宅の庭の一角を畑にして、全国
から集めためずらしい品種や伝統野菜など、自分が食べたいものを20種
類くらい育てています。
育ててみると、やっぱり病害虫の被害に困ることもあります。気になる症
状があればインターネットで、「トマト 葉っぱ サビてる」というようなワード
で検索しますが、なかなかぴったりとした答えが見つからずに苦労しています。
今回は、こうした作業をAIが助けてくれるとのことなので楽しみです。

緒方湊さん

高校生野菜ソムリエ

おがた・みなと
2008年生まれ、神奈川県出身。10歳のとき、
日本野菜ソムリエ協会認定の「野菜ソムリエ 
プロ」を最年少で取得。テレビなどへのメディ
ア出演のほか、野菜などに関する物知り博士
として活躍中。2021年から国立研究開発法
人 農業・食品産業技術総合研究機構（農研機
構）初の広報アンバサダーに就任している。

このアプリではスマホで撮った写真から、病害虫、雑草を
AIが判定し、それらの生態情報や防除方法、有効な薬剤
を表示します。今回のなすでいうと、例えば害虫となるア
ザミウマは何種類かいます。このアプリを使うと、アザミ
ウマの種類を絞り込んで、それに合った薬剤を選ぶことが
できます。やみくもに薬剤を使うことがなくなるので、農薬
を減らすことにもつながります。
ただ、AIは間違えることもあるので、アプリには「カルテ
式診断」という方法も用意されています。病害虫を撮った
写真と、アプリに登録されている写真を比較して、自分で
も診断できる方法です（谷口さん）。

AI診断で最適な対処方法や
薬剤を教えてくれる

谷口健太郎さん

教えてくれた人

日本農薬（株）
外販事業本部
スマート農業推進室 
専任課長

今回使用するアプリ

レイミーのAI病害虫雑草診断

AIの性能を上げるために
様々な病害虫の写真を集め
ています（谷口さん）。
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まだらに茶色になっている葉が気になりますね。
診断してみましょう（谷口さん）。

「病害・食害」「害虫」「雑草」のいず
れかを選びます。葉の病気を診断
したい場合は、「病害・食害」を選
択すると、カメラが起動します。

「レイミーのAI病害虫雑草診断」
アプリを起動し、トップ画面の「診
断」をタップ。

病気だと思われる箇所
を拡大して、中央に大
きく表示させます。

病気の葉を撮影して診断開始

さらに進むと病気に有効な薬
剤の名前も分かります。

診断の履歴が
残せる機能も有効
褐色円星病（かっしょくまるぼし
びょう）、と出ましたね。それ以外
にもAIは全部で5つの候補を出
してきました。左から自信度（パー
セント）の高い順に並んでいます
（谷口さん）。

おお、すごい。詳細な情報も表
示されるので分かりやすいです
ね（緒方さん）。

「AI診断」を選択。写
真をもとにAIが判定
を行います。



2023DECEMBER

将来も楽しみな
病害虫診断アプリ
病害虫についてはインターネットで調べることもできますが、
ずばりヒットということはまずないので、試行錯誤していま
した。結局、原因が分からないので、有効な対策も取れず、
毎年、同じような症状が出てしまう、ということが続いてい
たんです。
このアプリを使えば原因だけでなく、薬剤などの対策方法
もピンポイントで分かるので、本当に画期的だなって思い
ました。おおげさではなく「これは世界が変わるな」という
のが、正直な感想です。AIを使っているということで、これ
から利用者が増えるほど、精度も機能性も向上していくそ
うなので、どんどん広まってほしいです。そうすれば、もっ
ともっと使いやすくなっていくはずですから（緒方さん）。

ただ診断するだけでなく、その履歴も残せるのは、とても
ありがたいですね。もし病気が広がっても、失敗としてき
ちんと記録して、振り返ることができるのはとても大事な
ことですから。「去年はこういう病害虫の被害が出たから、
今年は初めから、それの対策をしておこう」という計画が
立てられます（緒方さん）。

新技術をチェック！
「みどりの食料システム戦略」

技術カタログ
みどりの食料システム戦略の実現に向けて、戦略で掲げた各目標の達成に貢献し、
現場への普及が期待される技術について、「『みどりの食料システム戦略』技術カタ
ログ」としてとりまとめています。有用な新技術を知っていただくとともに、環境に
やさしい農業への取組にご活用ください。

【参考】
「みどりの食料システム戦略」技術カタログ
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/catalog.html

令和５年５⽉

（Ver.3.0）

「みどりの⾷料システム戦略」
技術カタログ

〜現在普及可能な新技術〜

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/catalog.html
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2022年2月に公表された「気候変動に関する政府間パネル（IPCC）」
第6次評価報告書の執筆者の一人、長谷川利拡さんに、食の未来について聞きしました。

聞き手は農業女子プロジェクトメンバーの石毛理恵さんです。

未来の食卓はどうなるの？
研究者にインタビュー

知って食べて
もっとおいしい

最新農業技術

今回の

＞食の未来について、長谷川利拡さんに聞きました
＞地球の未来のために何を選びますか？
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私が関わった今回の IPCCの報告書（各国政府の気候変
動に関する政策に科学的な基礎を与えることを目的とした

もの）は2014年から2021年の科学的論文の根拠をもとにしてまと
めたもので、人為的起源の温暖化が食料の生産や調達に影響を及
ぼしていることや、温暖化に適用する技術が普及し始めていること
を盛り込みました。
温暖化の影響は一様ではなく、地域によって異なります。また、温
暖化は単に生産だけに限らず、加工、貯蔵、流通といった食卓に至
るまでの多くのプロセスに複合的、連鎖的に影響します。このよう
な影響の仕組みを理解することは対策を立てる上で重要です。
食料の供給を維持していくうえで何より大事なのは温暖化の進行
のスピードを抑えることですが、同時に進行を前提とした対策を考

えていく必要があります。生産者がとれる対策として高温に強い品
種を選ぶ、あるいは品目そのものを替えるという選択肢があり、す
でに東北地方が北限とされていたサツマイモを北海道で栽培した
り、関東地方でパッションフルーツなど亜熱帯産の果樹を手がけた
りといった適応が始まっています。

「農業女子プロジェクト」とは？
農業で活躍する女性の姿を多くの皆さまに知っていただくための取り組みです。
女性農業者が日々の生活や仕事、自然との関わりの中で培った知恵を様々な
企業の技術・ノウハウ・アイデアなどと結びつけ、新たな商品やサービス・情報を
社会に広く発信しています。

食の未来について、長谷川利拡さんに聞きました

長谷川利拡さん

お話

国立研究開発法人　農業・食品産業技術総合研究
機構（農研機構）
農業環境研究部門　エグゼクティブリサーチャー（博
士（農学））

私は千葉県で主に大根を生産しています。今年の夏は猛暑に加えて雨が少なく、種ま
きに苦労しました。消費者としても不安を感じたのですが、温暖化は私たちの食卓に
どのような影響を及ぼすのでしょうか。

温暖化の場合、地域や作物に
よっては収量の増加に
つながるケースもあります。

農業女子プロジェクトメンバー
2018年に千葉県で就農。2021年度に実施した「女
性農業コミュニティリーダー塾」（農林水産省）に参
加。ビーチクリーンなどの環境活動にも取り組む。

石毛理恵さん

聞き手
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私の専門は作物学で、大気中のCO2（二酸化炭素）濃度や
気温の上昇がイネの生育や収量に及ぼす影響の予測に役

立てるための栽培実験などに取り組んできました。
国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構（以下、農研
機構）での直近の研究として、28都道府県から新米のサンプルを集
め、品種ごとの出来を調べています。2023年の夏は温暖化の影響
を差し引いても特異な暑さだったとされます。このまれな暑さの影
響を検証し、今後の温暖化対策につなげるための調査です。
農研機構では高温でも収量や品質が落ちないイネの品種の開発
も進めています。また農業に起因する温暖化ガスも研究テーマです。
生産、流通など食料に関わるシステムから発生する温暖化ガスは意
外に多く、全体の3割強を占めるほどです。水田も発生源となります。
貴重な生産基盤であるとともに大雨の際、「田んぼダム」として機能
して周辺の浸水被害を軽減したり、熱い時期には辺りを涼しくして

くれたり、と優れた地域環境を生み出せる土地利用法なのですが、
有機物が土壌で分解される際、水が溜まった状態だと炭素が酸化
されにくく、温暖化ガスであるCH4（メタン）が発生してしまうのです。
農研機構では、水を抜いて土を干す期間を延ばすことでどれだけ発
生量を削減できるか調べているほか、水田から発生するメタンは主
にイネを通って大気中に放出されることから、メタンが出にくい品種
の開発も進めています。

土壌中の炭素を増やしたり、化学肥料や燃油を減らすよう
な管理方法は温暖化防止に役立ちます。土壌は多量の炭

素を蓄える能力があり、その機能を活用すると大気中のCO2（二酸
化炭素）の減少につながります。また、窒素肥料は過剰に施用する
と一酸化二窒素という強力な温室効果ガスの発生を増加させます。
地力の維持は水管理と並び重要な基盤的技術です。これを活用す
ることにより、温暖化防止だけでなく肥料の節約にもなります。た
だし、これらがどの程度温暖化防止につながるかというのは目で見
にくいのが問題です。そこで農研機構ではこうした管理によってど
の程度温室効果ガスを削減できるかを数値化する研究を進めてい
ますし、農林水産省では農産物のラベル表示する仕組みを作り、
温室効果ガス削減の「見える化」を図っています。
気候変動の作物への影響は、作物の生育が早まることによる栽培
暦の変化に最も早く現れます。これに適応するには、経験や勘だけ

に頼らず、データに基づいて変化を予測しつつ遅植えにするとか収
穫時期を早めるなどの管理ができる体制を整えることが有効です。
皆さんの農地における気象を知りたい場合は、「農研機構メッシュ
農業気象データ」というシステムがあります。これには、日々の気温、
降水量、日照時間など14種の気象要素を、全国1キロメートル四方
で1980年から現在まで保存しています。また、26日先までの予報
データも提供してます。

私たちの主食である米についてはどのような研究が行われていますか。

農業で温暖化ガス対策としてどのようなことに取り組んでいくべきでしょうか。

2023年のまれな暑さを
将来に備える機会として
調査を行っています。

生産者を応援するため
温室効果ガス削減の
「見える化」を図ります。
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なかなか個々の農家の取組だけでは対応が難しいように思
います。2023年夏のような異常気象に対しても、効果があっ

た方法を共有してノウハウとして積み上げることで産地の実力が上
がることが期待されます。生産者だけでなく地域住民も交わるよう
な情報交換の機会や場が増えれば、産地の応援団も増えると思い
ます。農地は、景観や生物多様性にとっても地域の貴重な財産です。
作り手と消費者が目に見える関係にあれば、食料の輸送距離を短
くしたり、食品廃棄やロスを減らす行動にもつながり、結果的には
温暖化防止にも役立ちます。生産者の皆さんには、このように各地

域において人と環境の関わり方を考える機会をつくり、知恵や知識
を共有し、行動を変容するきっかけとなる情報発信者としての役割
を期待したいです。

生産者が品目を変えずに地元の特産品を守っていくにはどのような取組が必要でしょ
うか。

地域全体の生産の実力を
上げる取組が
大切だと考えています。
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地球の未来のために何を選びますか？
農林水産省では、持続可能な生産と消費を促進するため、2020年6月に「あふの環2030プロジェクト」を立ち上げました。
本プロジェクトは、生産側と消費側それぞれの取組を促進し、互いに意識・行動を変えていくことで、新たな市場をつく
ることを目指しており、サステナウィークやサステナアワードなどを実施しています（農林水産省、消費者庁、環境省連携）。
本プロジェクトに賛同し、共に活動するメンバーとその事例を紹介します。

持続可能な生産・消費を当たり前に
イオン九州（株）

イオン九州（株）では、九州で持続可能な生産・消費を当たり前にする
ため、従業員教育と地域のサステナブル商品の販路拡大が重要と考
えています。そこで、各店の20歳代の若手社員でプロジェクトチーム
を作り、毎月1回オンラインで勉強会を実施しながら自社や他社の様々
な取組を学ぶ機会を作っており、そこで習得した知識をもとにイベン
トの企画を行っています。地元のサステナブルな商品を集めたイベン
トでは、従業員やお客さまが学ぶだけでなく、出品者の方々もお客さ
まの声から学び、商品の育成に生かされました。
また、イオン九州と約60の企業・団体が循環型農業について学び、協
働し、九州の農業を元気にする商品として、堆肥生産過程で重油の
不要化などを実現した「九州力作野菜」と「九州力作果物」の生産
に取り組んでいます。

イオン九州での「サステナウィー
ク2022」の様子。

温室効果ガス削減の「見える化」に取り組む
（株）サンプラザ

農林水産省では、みどりの食料システム戦略に基づき、消費者の選
択に資する環境負荷低減の「見える化」を進めています。化学肥料・
化学農薬や化石燃料の使用削減、バイオ炭や堆肥の施用、水管理
（水田）などの生産者の栽培情報を用いて、定量的に温室効果ガスの
排出と吸収を算定し、削減率に応じて星の数で表したのが「見える化」
ラベルです。
スーパーマーケット サンプラザでは、この「見える化」実証事業に
2022年より取り組み、コメ、トマト、キュウリ、玉ねぎ、みかん、サツマ
イモ、大根などの多数の品目を「見える化」ラベルとともに販売して
います。2023年9月に実施された「サステナウィーク2023」にも参加
し、各店舗で「見える化」の取組を積極的に発信しました。

温室効果ガス削減の「見える化」
ラベル。

スーパーマーケッ
ト サンプラザ店内
の青果売場の様子。
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今回の

＞国際情勢の影響を受けやすい日本の肥料
＞注目される国産資源由来の「再生リン」
＞再生リンと堆肥を活用した新たな肥料生産の取組
＞国内資源由来の肥料で野菜を育てたい
＞国内肥料資源の利用拡大に向けた取組

農業には欠かすことができない肥料の価格は、
国際情勢の影響を受けやすい構造となっています。

その原因は、化学肥料の原料のほとんどを限られた国からの輸入に頼っていること。
打開策として、国内の再生資源を活用する技術が注目されています。

知って食べて
もっとおいしい

最新農業技術

輸入原料に頼らない
国内資源由来の肥料をつくる
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農業には欠かすことのできない肥料。その主要な3つの要
素が、窒素、りん酸、加里です。実はその原料のほとんどが
輸入によってまかなわれてきたことをご存じでしょうか？
ところが2021年の秋以降、輸入相手国である中国が肥料
原料の輸出検査を厳格化したことや、ロシアによるウクラ
イナ侵略の影響を受け、既存の輸入先国からの原料調達
が困難となりました。

国際情勢の影響を受けやすい
日本の肥料

化学肥料原料の輸入相手国・輸入量

肥料の三要素は、窒素、りん酸、加里

肥料の三要素 各成分の働き

窒素（N） 植物（特に葉）の成長を促す

りん酸（P） 開花結実を促す

加里（K） 根の発育を促す

資料：経済安全保障推進法第48条第1項の規定に基づく調査結果をもとに農林水産省作成（工業用仕向けのものを除く。）。
注）
1）「その他」には、輸入割合が1％未満の国の他、財務省関税課への非公表化処理申請に基づき貿易統計上非公表とされている国を含む。
2）全輸入量には、国産は含まれない。
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「e・green」は家庭向けに
300gと1.3キログラムの
小袋でも販売。肥料の袋詰
めは福祉施設に依頼し、農
福連携にも力を入れている。

肥料の3要素のうち「りん酸」は、植物の生育に不可欠であり、開花や結実
を促すのに大切な養分です。このまま原料を海外に依存していては、再び
国際情勢の影響を受けてしまうことから、国産資源を肥料として利用する
動きが出てきました。そこで注目されるようになったのが、下水処理で発生
する汚泥から「MAP法」と呼ばれる技術で取り出した「再生リン」。汚泥に
はりんが豊富に含まれるため、そこにマグネシウムを添加することで、「MAP
（Magnesium Ammonium Phosphate：りん酸マグネシウムアンモニウ
ム）」として回収することができます。

注目される国産資源由来の「再生リン」

和白水処理センターでは最新の「MAP分離装置」を導入。
再生リンの回収量が大幅に増えた。

MAP設備に「消化汚泥」及び「水酸化マグネシウム」
を投入し、「粉状」のMAPとして回収します。

福岡県のJA全農ふくれん（全国農業協同組合連合会 福
岡県本部）では、再生リンを活用した肥料生産に取り組ん
でいます。同県の博多湾は水の出入りが少なく、海の栄養
が過多になって赤潮が発生しやすいという問題を抱えて
いました。そのため福岡市道路下水道局は、微生物の働
きで浄化した下水を放流する際に、高度処理であらかじめ
りん酸を取り出すことに力を入れてきたのです。設備更新
により再生リンの回収量が大幅に増加し、回収した再生リ
ンは「ふくまっぷneo」として肥料登録しています。この「ふ
くまっぷneo」とJAグループの堆肥などを原料にした新
たな肥料「e・green（イー・グリーン）」シリーズが2022年9
月から販売されるようになり、好評を得ています。地域資
源を活用することは循環型社会の構築につながるだけで
なく、肥料価格の変動を抑えるというメリットがあります。

再生リンと堆肥を活用した
新たな肥料生産の取組

「e・green」シリーズ。福
岡市道路下水道局が回収
した再生リン「ふくまっぷ
neo」を活用している。
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福岡県久留米市でほうれん草を中心に、葉物野菜を育て
ている荒巻耕太さんと小坪眞也さん。2021年は肥料価格
の高騰に悩まされました。こうしたことをきっかけに、昨年
から「e・green」を取り入れたほうれん草栽培に取り組み
始めました。従来の肥料と「e・green」で栽培したほうれ
ん草のデータを比較して、手ごたえを感じているといいま
す。「1株あたりの重さが1割ほど増えただけでなく、色鮮や
かさも増しました。地域の資源を生かしているので、安定
して入手できることもこの肥料の強みですね。ほうれん草
部会で頑張っている若手の生産者たちにも、自信を持っ
て薦められます。土壌検査も実施し、従来の圃場（ほじょ
う）と遜色ありません」と、荒巻さん。さらに小坪さんも、「実
際に処理センターを視察して、高度な技術でクリーンに処
理されていることを自分たちの目で確認できました」と、肥
料の信頼性の高さについて話してくれました。

国内資源由来の肥料で野菜を育てたい

「e・green」を使って育
てた荒巻さんのほうれん
草。葉が肉厚で、甘味があ
る。

ＪＡみい／青果ほうれん草部会
部会長・荒巻耕太さん（右）
副部会長・小坪眞也さん（左）

お話を聞いた方々

国内肥料資源の利用拡大に向けた取組
現在、政府では、国際価格の影響を受けづらい構造へ転換するため、堆肥や下水
汚泥資源などの国内資源の肥料利用の拡大を進めています。農林水産省では、
2023年2月に「国内肥料資源の利用拡大に向けた全国推進協議会」を設立し、「国
内肥料資源の利用拡大プロジェクト」として、先進事例の提供や関係事業者間の
連携づくりの取組などを進めています。

【参考】
国内肥料資源の利用拡大に向けた全国推進協議会
https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_hiryo/kokunaishigen/
zennkokusuishin.html

農林水産省は、国内肥料資源の利
用拡大を応援しています。

https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_hiryo/kokunaishigen/zennkokusuishin.html
https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_hiryo/kokunaishigen/zennkokusuishin.html
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みなべ・田辺の梅システム

梅生産地として知られる和歌山県のみなべ・田辺地域。その歴史は、
1600年ごろに当時の紀州藩田辺領主・安藤直次が梅の栽培を奨励し
たことにさかのぼります。急斜面の土地を生かすために、山頂付近に
炭の原木となる薪炭林（しんたんりん）を残し、中腹に梅林を開墾しま
した。これにより、薪炭林の土壌が雨水を吸収して山崩れを防ぐとともに、
山に生息するニホンミツバチは梅の受粉に大きな役割を果たします。

また、梅林に生えた草が土壌の流出を防ぐ一方で、刈り取った草は梅
の肥料として活用。こうして生み出された「南高梅」に代表される梅、
そして薪炭林からつくられる最高級炭「紀州備長炭」は地域の基幹産
業となり、人々の暮らしを支えています。400年以上前から続く画期的
な農法と、梅産業から広がる文化・景観が評価され、2015年12月に「み
なべ・田辺の梅システム」として世界農業遺産に認定されました。

農業遺産は、特徴的かつ伝統的な農林水産業を営む地域であり、世界農業遺産と日本農業遺産の２
種類があります。世界農業遺産は国際連合食糧農業機関（FAO）により、日本農業遺産は農林水産
大臣により認定されます。今回は、世界農業遺産の一つである和歌山県の「みなべ・田辺地域」をご
紹介します。 ※世界農業遺産認定地域数は78地域（うち日本国内認定地域数15地域）、日本農業遺産認定地域数は24地域

CHECK 
POINT

●みなべ・田辺の梅システム

●みなべ町うめ振興館や道の駅 紀州備長炭記念公園など見どころがいっぱい！

●広大な梅林に出かけよう

連載C O L U M N

和歌山県は梅の収穫量が全国第
一位で、6万4,400トンと全国の
収穫量（9万6,600トン）の約7
割を占めます（令和4年産作物
統計調査・概数）。なかでも、和
歌山県南部に位置するみなべ町
及び田辺市の一帯は、県内で最
も梅の生産が盛んな地域。全国
的に知られるブランド梅、「南高
梅」は、みなべ町が誕生の地です。

Where is みなべ・
田辺地域?

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kantai/index.html
世界農業遺産・日本農業遺産

みなべ町

田辺市

世界農業遺産は赤線内の区域

和歌山県

みなべ・田辺の梅システム

    する
     農業遺産

世界農業遺産
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農業遺産周辺で

見る・味わう・体験す
る
!

梅の花は、ニホンミ
ツバチにとって貴重
な蜜の供給源。こう
した「ミツバチとの
共生」も世界農業遺
産に選ばれた理由の
ひとつです。

完熟して自然落果する南
高梅を傷つけず、効率よ
く収穫するために考案さ
れたのが、「斜面にネット
を張って集める」という
農法。落下しても傷つか
ず見た目も美しい梅干し
がつくれます。

急斜面の里山が作り出
す美しい景観。梅林と
薪炭林にはサシバやハ
チクマなど鷹の仲間が
飛来し、山間のため池
や里池の水田にはセト
ウチサンショウウオやア
カハライモリなどの希
少種が生息しています。

紀州備長炭は、1000度
以上の高温で蒸し焼きに
する伝統製法で作られま
す。また、炭焼き職人に
よる地道な管理・整備が
あってこそ、山は健全な
状態に保たれ、持続可能
な農林業が維持できます。
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URL：http://www.town.minabe.lg.jp/docs/2013091100182/

みなべ町うめ振興館
梅の歴史や特徴に加え、みなべ町の歴史や文化財についても学べる複合施設。約150年
前の梅干し実物展示や梅林を再現したパノラマなど、見どころが豊富。梅干しや梅加工品
などの特産品が並ぶ物産コーナーもあり、お土産探しにもぴったりです。

梅の歴史から梅のお土産探しまで

アクセス：阪和自動車道「みなべIC」から車で5分

URL：https://www.binchotan.jp/

道の駅 紀州備長炭記念公園
備長炭発祥の地、田辺市の秋津川にある道の駅。併設の「備長炭発見館」では、木炭の
歴史や文化に関する資料が展示されているほか、実際の炭焼きの様子を見学できます。
紀州備長炭のBBQ（要予約・4月から10月）や梅ジュースづくりのワークショップ（要予約）
など、体験も楽しめます。

実際の炭焼きを見学できる！

アクセス：阪和自動車道・紀勢自動車道「南紀田辺IC」から車で20分

URL：https://www.minabe-kanko.jp/experience

梅の体験イベント
みなべ町内の梅農家では、梅干しづくりや梅ジュース・ジャムづくり、梅はちみつ漬けなど、
様々な体験ができます。梅の花の見ごろは2月上中旬ごろですが、毎年6月上旬には、梅
のもぎ取りや梅拾いなどの収穫体験も実施。農家に直接訪問して教わることができるので、
貴重な経験が得られます。
情報提供：みなべ観光協会

梅ジュースや梅ジャムづくりを体験！

URL：https://www.pluman.net/cafe/

カフェ・ド・マンマ
溶岩ピザ窯で焼いたナポリ風ピッツァが楽しめるオーシャンビューの絶景カフェ。紀州備
長炭パウダーを練り込んだ生地にみなべ産の紀州南高梅やはちみつをトッピングした「黒
ピッツァ フルーツ」（写真）、白干梅かはちみつ梅を好みで選べる「ベーコンときのこの梅
のピッツァ」が人気です。

南高梅や備長炭を使ったピッツァが人気

アクセス：JR「南部駅」下車、徒歩約20分
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鬪雞神社・藤巌神社
熊野三山の別宮的存在で、「紀伊山地の霊場と参詣道」として世界遺産に登録されている
鬪雞（とうけい）神社。その境内には、徳川家康の側近として活躍し、梅の栽培を奨励し
た安藤直次公がまつられている藤巌（とうがん）神社があります。樹齢1200年とされる、
楠の御神木は必見です。

URL：https://www.tanabe-kanko.jp/view/kumano-kodo/toukei-jinja/

梅栽培を奨励した安藤直次公をまつる

アクセス：JR「紀伊田辺駅」下車、徒歩5分

話題のスポット!
広大な梅林に出かけよう
梅の季節に訪れるなら、ぜひ足を運びたいのが広大な梅林です。なだらかな斜面に見渡す限りの梅花が広がる「南部梅林」と、すり鉢状に梅畑と里山を望むロケーショ
ンが魅力の「紀州石神田辺梅林」は、どちらも日本屈指のスケール。名物グルメの店が並ぶほか、様々なイベントも行われ、賑やかな雰囲気に包まれます。
※南部梅林は２月上旬から、紀州石神田辺梅林は2月中旬頃から下旬までが見ごろ。開園時期は気候によって異なります。

南部梅林
アクセス：阪和自動車道「みなべIC」から車で6分

URL：https://minabebairin.com/

紀州石神田辺梅林
アクセス：阪和自動車道・紀勢自動車道
「南紀田辺IC」から車で25分

URL：https://www.tanabe-kanko.jp/view/sizen/kanbai/

URL：https://agarten.jp

秋津野ガルテン
旧上秋津小学校の廃校舎を利用した、体験型グリーンツーリズム施設。梅やみかん・野菜
の収穫やお菓子づくり体験に加え、地産地消の料理をバイキング形式で味わえるレストラ
ンも人気です。和洋の客室を備えた「宿泊棟」もあり、週末のレジャーにも利用可能。

「体験・食・泊」と盛りだくさん！

アクセス：JR「紀伊田辺駅」下車、
龍神バス「龍神方面」でバス停「上秋津」下車、徒歩5分
阪和自動車道・紀勢自動車道「南紀田辺IC」から車で10分
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